
⑴　第98号 令和６年７月18日博 工 P T A 新 聞

新聞新聞
福岡市立博多工業高等学校

TEL092-402-4550㈹

　
「
母
校
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
甲
斐
で
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
月
に
ご
入
学
さ
れ
た
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
早
い
も
の
で
一
学
期
も
も
う
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
の
皆
さ
ん
、
学
校
生
活
は
充
実
し
て
い
ま
す
か
？
何
か
困
っ
た
こ
と
は
な

い
で
す
か
？
不
安
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
な
の
で
、
一
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
困
っ
て

い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
、
担
任
の
先
生
方
並
び
に
周

り
の
信
頼
で
き
る
人
た
ち
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

授
業
参
観
で
は
、
生
徒
と
先
生
の
笑
顔
が
見
受
け
ら
れ
、
教
室
内
の
に
ぎ
や
か
な

授
業
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し

つ
か
り
と
取
れ
て
お
り
、
三
年
生
と
二
年
生
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
人
間
関
係
の
構

築
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
実
習
見
学
で
は
、
重
量
感
の
あ
る
大
型
機
器
の
前
で
、
皆
さ
ん
が
不
安

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
学
び
、
真
剣
な
眼
差
し
で
黒
板
に
書
か
れ
て
い
る

授
業
内
容
を
、
ノ
ー
ト
に
書
き
込
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
種
多
様
な

設
備
を
思
い
存
分
に
活
用
し
、
ス
キ
ル
や
知
識
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
将
来
の
進
路
を

計
画
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
年
生
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
修
学
旅
行
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
の
進
路
先
の
選
択
に
向
け
て
、
広
角
に
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
て
情
報
収
集
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
面
接
マ
ナ
ー
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

は
、
模
擬
面
接
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
進
路
を
決
め
る
重
要
な
年
と

な
り
ま
す
の
で
、
日
々
の
勉
強
と
併
せ
て
面
接
練
習
に
も
尽
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
役
員
・
委
員
一
同
頑
張
っ
て
、
今
年

度
も
生
徒
の
皆
さ
ん
が
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
思
い
出
に

残
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
中
、
授
業
参
観
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
習

見
学
に
ご
参
加
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
苦
労
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
護
者
等
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

本
校
の
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
博
工
Ｐ
Ｔ
Ａ

新
聞
」
発
行
の
機
会
に
年
度
当
初
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
八
日
の
始
業
式
で
は
、「
新
し
い
目
標

を
私
や
先
生
方
に
聞
か
せ
て
下
さ
い
。」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
四
月
は
色
々
な
も
の
が
変
わ
る
。
だ
か
ら
新

し
い
自
分
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
、
探
し
ま
し
ょ
う
、

と
。
我
々
全
職
員
で
そ
れ
に
耳
を
傾
け
、
一
緒
に
少
し

ず
つ
で
す
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
果
に
結
び
付
け

て
い
け
た
ら
と
思
い
な
が
ら
。

　

四
月
九
日
の
入
学
式
で
は
、（
も
ち
ろ
ん
、
本
年
度

用
に
新
た
な
原
稿
を
準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、）
急
遽

昨
年
の
式
辞
で
取
り
上
げ
た
、
合
格
電
報
「
サ
ク
ラ
サ

ク
」
と
、
染
色
家
・
志
村
ふ
く
み
さ
ん
の
著
書
『
一
色

一
生
』
か
ら
引
用
し
た
「
桜
染
め
」
の
話
を
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
桜
の
花
が
遅
咲
き
。
入
学
式
当
日
、

正
門
の
桜
が
十
輪
中
六
、
七
輪
の
割
合
で
残
っ
た
姿
を

み
て
、
桜
の
木
に
背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
、
再
度
こ

の
話
を
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

桜
色
が
単
な
る
色
で
は
な
く
色
の
精
で
あ
り
生
命
で

あ
る
。
桜
の
花
び
ら
一
枚
一
枚
が
言
葉
だ
と
す
る
と
、

将
来
、
自
分
の
花
（
言
葉
）
を
美
し
く
語
る
た
め
に
、

お
互
い
に
学
校
生
活
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
新
入
生
と
保
護
者

の
皆
様
に
お
祝
い
の
気
持
ち
を
た
く
さ
ん
込
め
て
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
校
の
校
訓
は
「
質
実
剛
健
」。
こ
の

四
文
字
は
「
忍
耐
強
く
、
自
ら
を
磨
い
て
い
く
こ
と
」

の
先
に
あ
る
言
葉
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
〝

工
業
高
校
で
学
ぶ
心
〞
や
〝
も
の
づ
く
り
の
心
〞
と
は

密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
生
徒
が
力

強
く
高
校
生
活
を
送
り
、
そ
れ
ら
心
を
育
て
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
保
護
者
等
の
皆

様
の
本
校
教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

甲　

斐　
　
　

徹

ご
入
学

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

校　
　

長

　
　

福　

岡　

哲　

朗

ご
　
挨
　
拶

会　長　甲斐　　徹（２年２組）

校　長　福岡　哲朗（校　　長）

副会長　山下　理佳（３年７組）

　　　　社家間典子（２年２組）

　　　　税所　政博（１年４組）

副校長　永野　聖吾（副 校 長）

教　頭　長﨑　　昭（教　　頭）

事務長　下川　泰功

書　記　齊藤　真弓（３年１組）　

会　計　冨田　圭一（１年３組）

PTA担当　寺井　風太

PTA事務担当　田中　由美

監　査　内山　　愛

監　査　鳥越　志郎

顧　問　中島　誠二

Ｒ６年度
P T A 役員

リーダー研修　2024.4.26

令
和
六
年
度

入
学
式
2024.4.9
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 8月 19日 （月） 夏のオープンスクール

  27日 （火） 始業式

 9月 24日 （火） 中間考査（～26日）

 10月 2日 （月） 体育祭

  12日 （土） 秋のオープンスクール

  18日 （金） ２学期人権特設授業

 11月 2日 （水） 中学生・保護者学校説明会

  6日 （日） ２年・修学旅行（関東）（～9日）

  26日 （火） 期末考査（～29日）

 12月 6日 （金） 1・2年進路体験発表会

  12日 （木） PTA委員総会

  18日 （水） 大濠駅伝

  19日 （木） 終業式

　　役　　　職 氏　名 クラス 　　役　　　職 氏　名 クラス

生 徒 会 長 吉永ななみ （3-5）

書 　 記 　 長 村上　結菜 （3-3）

Ｈ Ｒ 委 員 長 井田　伊織 （3-6）

生 活 委 員 長 岩室　和寿 （3-4）

学 習 委 員 長 小山　　竜 （3-2）

美化・福祉委員長 兒玉　武駿 （2-3）

保 健 委 員 長 松田　夢叶 （3-7）

体 育 委 員 長 丸山　瑛介 （3-1）

文 化 委 員 長 倉橋　親海 （3-4）

図 書 委 員 長 橋野　千鶴 （3-3）

進 路 委 員 長 大野　颯斗 （3-2）

副 　 会 　 長 深町　亮太 （3-4）

Ｈ Ｒ 副 委 員 長 古圧　彩乃 （2-5）

生 活 副 委 員 長 吉原　優陽 （2-6）

学 習 副 委 員 長 末廣　　詩 （2-1）

美化・福祉副委員長 増田　心瞳 （2-4）

保 健 副 委 員 長 二宮　楓華 （2-3）

体 育 副 委 員 長 掛橋　一真 （2-2）

文 化 副 委 員 長 中村　　暖 （2-3）

図 書 副 委 員 長 廣瀬　　歌 （2-5）

進 路 副 委 員 長 相澤　美咲 （2-7）

２学期行事予定 令和6年度　生徒会役員一覧
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３-２　久保　未来翔（梅林中出身）
　私は今回溶接の大会に参加して、個人２位、国体１
位になることかできました。大会では、今まで２年間
必死で練習してきたことができたので良かったです。
溶接の技術を共有する仲間と一緒に競技することで、
自分の成長を感じることができました。この大会の経
験を活かして、九州大会でも仲間と一緒に、上位の成
績をとれるように頑張っていきたいです。

３-２　松岡　優翔（梅林中出身）
　僕は去年の大会では実力を発揮できず、良い成績を
残すことができませんでした。ですが、失敗をしない
ように練習を積み重ねた結果、今年の大会で団体の部
と個人の部の両方で優勝することができました。団体
優勝を目標にしていたので個人優勝の話を聞いた時に
は少し驚きました。去年の反省を活かして、とても良
い成績にすることができたので嬉しかったです。これ
から九州大会に出場するので、九州大会でも上位に入
れるように頑張りたいと思います。
　

３-１　山下　稀璃（片江中出身）
　前回の大会では、あまり良い結果を残すことができ
ませんでした。ですが、同じ部活動の２人のおかげ
で、次の機会を得ることができました。なので、この
機会を大切にし、良い結果を残すために、自分の溶接
技術の課題点である、三層目のビードがゆがんでまう
ところと、つなぎ目が良くないところがあるので、
しっかりと改善したいです。また、前回失敗したこと
を繰り返さないために、１つ１つの流れを焦ることな
く、ゆっくりと進められるようにしたいと思います。
　最後に、不安はありますが、約２年間練習をしてき
たので、自信をもって頑張りたいです。

２-３　兒玉　武駿（舞鶴中出身）
　優勝を目指して日々練習に取り組んでいたの
で、優勝することができ、さらに二連覇を達成
することができて良かったです。
　去年は、九州大会で良い結果を残せなかった
ので、今年は優勝を目指してがんばります。

２-３　森　紫音（友泉中出身）
　今回、初めてものづくりコンテストに出場し
ました。当日まで不安がありましたが、日々練
習に励み、２位という結果を残すことが出来ま
した。驚きと喜びでいっぱいです。ご指導くだ
さった先生方、ありがとうございます。
　今後も、様々な活動に一生懸命取り組んでい
きます。

２-１　坂井　裕太（三宅中出身）
　ものづくりコンテスト旋盤作業部門におい
て、優勝することができました。これまでの練
習の成果を十分に発揮できたと思います。練習
が長い時は６時間休憩せず行った日もあり、体
力的にもかなり辛い時もありましたが、乗り越
えた分自信になりました。九州大会は、機械が
変わるので、また大変ですが、精一杯頑張りた
いと思います。応援いただいた方々ありがとう
ございました。

企画委員長コメント　……………………………………
　今年は、大牟田市にある『三池工業高等学校』へ行
き、生徒のみなさんの努力が発揮される舞台を見るこ
とができて、感動と勇気をいただきました。
　コンテスト以外にも動物園や炭坑など企画させてい
ただき、みなさんとたくさんの楽しい時間を過ごせて
とても嬉しく思ってます。改めて感謝致します。
　まだ参加したことないという方にも、楽しんでいた
だける研修会を考えてますので、ぜひ来年はご参加お
待ちしてます。
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ものづくりコンテスト

バ ス 研 修 会

ものづくり
コンテスト
2024 in 三池工業高等学校

【溶接部門】団 体 優 勝

2024
6.9

【家具・工芸部門】優 勝

【家具・工芸部門】２ 位

【旋盤作業部門】優 勝
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※部活動顧問の先生方、
ご協力ありがとうございました。
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部 活 動 紹 介 2024

講師：麻生情報ビジネス専門学校　
濱地　由紀　先生

３年４組　深町　亮太（壱岐中出身）
　私たちは志願書を下書きする段階となりまし
た。私は、結論から先に書き、幼少期から振り
返って文を作ったところ、説得力のあるものを早
く作成できました。これは、先生の力強く分かり
やすい講演が勉強になった証です。これからも教
わったことを活かしていこうと思います。一生活
用できる考え方をご教授いただき本当にありがと
うございました。

『社会人としての自覚・大切なこと、
　　　面接の受け方の基礎について』

マナー講習 2024.6.7 


